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松戸アートピクニック シンポジウム＆コンサートについて 

 
１. 趣旨 
 昨年の秋に 21 世紀の森と広場で開催した「自然と交歓する芸術祭／松戸アートピ

クニック～車窓からのアートとの出会い～」には、９日間の会期で約６万３千人のお

客様にご来場いただきました。 
 この度、本公園を舞台とする芸術祭が今後も継続して開催されていくよう、松戸ア

ートピクニック関連企画として、各界でご活躍の有識者やアーティストをお招きし、

自然とアートとの共生をテーマにシンポジウムを開催します。 
さらに、本事業をより効果的に展開するため、松戸市戸定歴史館の「ＰＲＯＪＥＣ

Ｔ1867」による演奏会を、２１世紀の森と広場を舞台に「ＰＲＯＪＥＣＴ1867－森

と広場のアンサンブル－」と題して同時開催します。 
 
2. 期待する効果 
 本イベントをきっかけとして、アーティストや文化関係者の呼び込みを図るととも

に、美術・文化に精通する各種団体との連携が強化されることを期待します。 
 記者クラブの皆様にはぜひ当日ご取材いただき、本取り組みの周知にご協力いただ

きたく存じます。 
 
3. 内容 
 主催：松戸アートピクニック実行委員会 
 共催：松戸市・松戸市教育委員会 
 後援：千葉大学園芸学部 聖徳大学 
 日時：平成３０年５月６日（日）13：00 開場 16：45 終了 
 場所：森のホール 21 レセプションホール（松戸市千駄堀 646-4） 
 定員：100 名（要事前申込・先着順）※現在キャンセル待ち対応となっております。 
 費用：入場無料 
イベント：≪第一部≫「PROJECT1867-森と広場のアンサンブル-」 

1. 演奏者：新日本フィルハーモニー交響楽団主体の 8名編成アンサン 

ブル 

2. 曲 目：戸定邸の歴史から生まれた楽曲「1867」をはじめ、緑豊か 

な自然を感じていただける曲目 

≪第二部≫自然と交歓する芸術祭／松戸アートピクニック関連企画「21 

世紀の森を考えるシンポジウム」 

 



 

1. テーマ：「自然とアートとの共生」 

2. 内 容： 

A) 土屋公雄：「森の実験／英国グライスデールフォレスト」・「21 

世紀の森と広場の今後の可能性」 

B) 田原唯之×土屋公雄：「松戸アートピクニックイントロダクシ

ョン」 

C) 三谷徹×土屋公雄：「21世紀の森と広場に関する対談」 

3. 講 師： 

A) 土屋公雄：愛知県立芸術大学美術学部教授／松戸アートピクニ

ック総合監修 

B) 田原唯之：アーティスト／松戸アートピクニック出展作家 

（出展作品：殺法と活法のパタフィジック） 

 

C) 三谷徹：千葉大学大学院教授 

 

4. プログラム 

13：00 開場／受付開始 

13：15 教育長挨拶／戸定歴史館館長挨拶 

13：30 ≪第一部≫「PROJECT1867-森と広場のアンサンブル-」 

14：30 休憩／レイアウト変更 

14：50 松戸アートピクニック実行委員長挨拶／市長挨拶 

15：00 ≪第二部≫自然と交歓する芸術祭／松戸アートピクニック関連企画「21

世紀の森を考えるシンポジウム」 

15：00 「森の実験／英国グライスデールフォレスト」 講師／土屋公雄 

15：25 「松戸アートピクニックイントロダクション」 講師／田原唯之、進行

／土屋公雄 

16：00 「21世紀の森と広場に関する対談」 講師／三谷徹、進行／土屋公雄 

16：20 質疑 

16：35 「21世紀の森と広場の今後の可能性」 講師／土屋公雄 

16：45 終了 

 

 
 
 
 

【問い合わせ先】 
街づくり部公園緑地課 21 世紀の森と広場管理事務所 
☎０４７－３４５－８９００ 

 






